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７月７日から９日まで北海道洞爺湖で開催され

た今年のサミットでは、気候変動問題が大きく取

り上げられ、我が国は議長国としてとりまとめに

あたった結果、2013 年以降の枠組に関する国連で

の交渉に、弾みをつける成果を達成することがで

きた。 

洞爺湖では、Ｇ８首脳だけによる議論（２日目）

と、Ｇ８に８か国（豪州、ブラジル、中国、イン

ド、インドネシア、メキシコ、韓国、南アフリカ）

を加えた主要経済国会合（ Major Economies 

Meeting）の首脳会合での議論（３日目）が行われ、

それぞれ成果を文書として発表した。 

まずＧ８での成果の主な点は、（１）2050 年ま

でに世界全体の排出の少なくとも 50％削減を達成

する目標というビジョンを、UNFCCC（国連気候

変動粋組条約）の全締約国と共有し、かつ、この

目標を UNFCCC の下での交渉において、これら諸

国と共に検討し、採択することを求める（長期目

標）（２）全ての先進国間で比較可能な努力を反

映しつつ、排出量の絶対的削減を達成するため、

野心的な中期の国別総量目標を実施する（中期目

標）（３）セクター別アプローチの手法としての

有用性を確認（４）革新的技術のロードマップを

策定する国際的イニシアティブを立ち上げ（５）

気候投資基金の設立を歓迎し支持（Ｇ８メンバー

は、既に約 60 億米ドルをこれらの基金に拠出する

ことをプレッジ）等の点である。 

また MEM の主な合意は、（１）低炭素社会達成

を目指した、排出量削減の世界全体の長期目標を

含む、長期協力行動のためのビジョンの共有を支

持。条約の下での交渉において、締約国が衡平原

則を考慮して、世界全体の長期目標を採択するこ

とが望ましいと信ずる。IPCC の野心的な複数のシ

ナリオへの真剣な考慮を求める（長期目標）。な

お会議においては、2050 年までに半減というＧ８

からの呼びかけに対して、さっそく豪州、インド

ネシア、韓国の３か国が評価・賛同を表明した。

（２）主要経済国は更なる行動をとる。先進主要

経済国は、先進国間で比較可能な努力を反映しつ

つ、中期の国別総量目標を実施する。途上主要経

済国は、対策をとらないシナリオ（Business as 

Usual）の下での排出量からの減少を達成するため、

持続可能な開発の文脈で、技術、融資、キャパシ

ティ・ビルディングに支援された国毎の適切な緩

和の行動を遂行する（中期目標）等である。 

また、この機会に我が国は「クールアース・パ

ートナーシップ」の一環として、インドネシアに

対し、３億ドルの気候変動対策プログラムローン

の供与にかかる事前通報を行った。 

主要経済国の首脳が２時間にわたり気候変動の

幅広い課題について熱心に議論したことは史上初

めてのことであり、首脳による強い政治的意思が

示されたと言える。なお、この会合は、来年のイ

タリア・サミットの機会に再び開催することで各

首脳の賛同が得られた。 

今後、2009 年末にコペンハーゲンで開催される

第 15 回締約国会合で、ポスト京都の枠組みが採択

されるべく交渉が進められる。その交渉の場に、

今回のＧ８及び MEM の成果を反映させ、実効性の

ある次期枠組みの構築にイニシアティブをとって

いくことが必要である。また、クールアース・パ

ートナーシップをさらに展開し、途上国の緩和・

適応・クリーンなエネルギーへのアクセスへの取

組に対し、積極的な支援を行い、実効性のある 2013

年以降の枠組みの構築に途上国が積極的に関与し

ていくことを奨励していくことも重要である。 

 

 


